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販売元会社名

商品名

薬価

成分名・規格

薬効分類名

用法・用量

　　　添加物

製品の性状

ｐH（実測値）

粘度（実測値）

展延性（実測値）

使用期限

包装

製剤別　標準製剤との比較データ
後発品 標準製剤

岩城製薬株式会社

4.72

白色のクリーム剤で、においはないか、わずかに特異なにおいがある。 白色で、わずかに特異なにおいがある。

テルビナフィン塩酸塩クリーム1%「イワキ」

プロピレングリコール、ベンジルアルコール、ミリスチン酸イソプ
ロピル、セトステアリルアルコール、セトマクロゴール1000、ポリ
オキシエチレンステアリルエーテル、ポリオキシエチレンセチル
エーテル、エデト酸ナトリウム水和物、pH調節剤2成分、その他
1成分

セタノール、ステアリルアルコール、
パルミチン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、ステ
アリン酸ソルビタン、ポリソルベート60、ベンジルア
ルコール、水酸化ナトリウム

9.50円／g 18.50円／g

１ｇ中　日局　テルビナフィン塩酸塩　10ｍｇ（1％）

外用抗真菌剤

１日１回患部に塗布する。

効能・効果

下記の皮膚真菌症の治療

１．白癬：足白癬、体部白癬、股部白癬

２．皮膚カンジダ症：指間びらん症、間擦疹（乳児寄生菌性紅斑を含む）

３．癜風

6.2　Pa・ｓ　（20℃）

44　ｍｍ　（20℃）

製剤特性

（１）白癬、皮膚カンジダ、癜風などの皮膚の真菌症に用いる。

（２）O/Wのクリーム剤

（３）眼科用として角膜、結膜に使用しないこと。

※　診療報酬上の後発医薬品に該当し、一般名処方加算1,2、後発医薬品の各種体制加算に該当します。

抗真菌試験の結果、標準製剤と同等であると考えられる。

3年(室温保存)
10ｇ×10、　10ｇ×50 10ｇ×10、　10ｇ×50

標準製剤との同等性
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